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自然科学系 教授

増田  淳  MASUDA Atsushi https://masuda-lab.
eng.niigata-u.ac.jp/
~masuda-lab/

タンデム太陽電池モジュールの研究 
～ 生涯発電量最大化に向けて ～

●キーワード● タンデム太陽電池、太陽電池モジュール、ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ZEB）、信頼性

　太陽光発電システムの壁面設置においては、設置面積
が限られているため、ネット・ゼロ・エネルギー・ビル

（ZEB）の実現に向けて、太陽電池セルならびにモジュー
ルの高効率化は必須です。また、建築物の寿命40年の間
に交換しないことが望まれます。本研究では、壁面設置
太陽電池モジュールの40年間の発電量を最大化する技
術を開発します。具体的には、高効率化のためのペロブ
スカイト／結晶シリコンタンデム太陽電池の構造最適
設計、タンデム太陽電池の高い信頼性を実現するモ
ジュール化技術、壁面設置太陽電池の意匠性向上技術・
防汚技術等に取り組んでいます。
　これまでに、シリコーン封止材の適用により、結晶シ
リコン太陽電池における従来技術を踏襲可能で、かつペ
ロブスカイト層の性能を低下させることなく80℃以下
でモジュール化可能な技術開発等に成功しています。
　本研究は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術
総合開発機構の委託により、北陸先端科学技術大学院大
学、青山学院大学、明治大学、岐阜大学との共同研究なら
びに京都大学、豊田工業大学、金沢大学、大日本印刷株式
会社、東洋アルミニウム株式会社、信越化学工業株式会
社との連携により実施しています。

Durable crystalline Si photovoltaic modules based on silicone-sheet encapsulants（Japanese 
Journal of Applied Physics 57, 027101 (2018).）
Estimation of thermal budget during the lamination process for perovskite solar cells（33rd 
International Photovoltaic Science and Engineering Conference.）

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　屋外での長期使用により太陽電池の性能変化が生
じる原因を、材料科学的観点から究明する研究に10
年以上携わっていますので、様々な知見を持ち合わ
せています。

太陽電池メーカー、電機メーカー、化学メーカー、材
料・素材メーカー、半導体製造装置メーカー等

関連する知的財産
論文 等

タンデム太陽電池の構造と課題

本研究で目指すモジュール構造と試作モジュールの外観

専門分野 太陽光発電、太陽電池、電子材料、薄膜工学建築環境工学研究室

自然科学系 助教

有波  裕貴  ARINAMI Yuki http://tkkankyo.eng.
niigata-u.ac.jp/

建築・都市の温熱・空気環境と
省エネルギー・省コストに関する研究

●キーワード● 温熱環境、空気環境、建物の性能評価、建築・都市の省エネルギー

　日本のエネルギー消費量の中で、建築が関連する業
務・家庭部門で消費される割合は全体の約1/3を占めて
います。建築・都市における快適性と省エネルギーの両
立は、持続可能な社会を確立する上で極めて重要な課題
の一つです。
　私たちの研究室では、この一見相反する課題に対し
て、これまでに以下のテーマ等に関して研究を行ってき
ました。
■住宅の通風性能評価に関する研究
■住宅のエネルギー消費・CO2排出量に関する研究
■ゼロエネルギーハウスのライフサイクルコストに関

する研究
■家庭用エアコンを対象とした実使用の成績係数に関

する研究
■建物内外における気流の可視化に関する研究
■住宅における電化厨房を対象とした高効率換気・空調

に関する研究
■完全人工光型植物工場を対象とした省エネ型栽培設

備の開発研究
■建築空間を対象とした人からの飛沫の拡散に関する

研究

単純住宅モデルを対象とした変動気流場における室内外通風性状の解析
全電化住宅とガス併用住宅におけるエネルギー消費量及びCO2排出量に関する研究
家庭用燃料電池による電力需要のピークカットに関する研究

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　実験とコンピュータシミュレーションの両面から
研究を行っております。
　これまでにも様々な企業や団体と共同で研究、開
発に取り組んできました。

　建築や都市の温熱・空気環境に関する快適性や省
エネルギー、省コストに関する課題を持った分野。ま
た、学際的な分野にもチャレンジしたいと考えてい
ます。

関連する知的財産
論文 等

実大空間におけるエアコン周辺の気流速度の可視化実験結果

教室内での飛沫拡散に関するコンピュータシミュレーション

専門分野 建築環境工学、温熱環境、空気環境、建築設備、建築物の省エネルギー

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 2-222-21


